
参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

★ D 23 - 8 - 11 （新規事業）

【事業概要及び東日本大震災の被害との関係】

【基幹事業との関連性】

【事業期間】

【当面の事業概要】

【事業位置図】※関連する基幹事業:D-23-7

事業実施場所 ※詳細は別紙のとおり

【参考】

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

合 計 14,029千円

全体事業費

事業番号

要綱上の事業名称 復興地域づくり加速化事業

細要素事業名

14,029 （千円）

船越地区案内板整備事業

本工事費（案内板設置等） 13,738千円

提 出 済 額

　山田町における観光業の中心である船越地区では、東北地方太平洋沖地震・大津波
により観光施設が甚大な被害を受けた。
　震災から７年が経ち、復旧・復興事業によりこれら施設の再建が進められ、浦の浜
海水浴場をはじめとして、鯨と海の科学館や隣接する船越公園等が再開し、観光業の
再生が進められており、新たに海洋性体験型観光拠点施設も整備される計画であるこ
とから、同地区における観光業の発展が期待されている。また、震災復興に伴い周辺
に新たな施設が整備されたことで、船越・田の浜地区防災集団移転促進事業による周
辺の移転先住民と観光訪問客の交流機会の拡大が予想される。
　このことから本事業では、船越地区において震災で失われた観光業のなりわい・に
ぎわいを観光客の誘客によって取り戻すために、案内板を整備するものである。

事業年度

事業費 内　　訳 回答日区　　分

平成30・31年度
調査費 291千円

国道45号沿いの観光拠点となる浦の浜地区へ
の入り口（分岐点）に当たる箇所に整備する
ことにより、観光訪問客、国道利用者に対し
て効率的な誘導を図るもの。

平成31年1月～平成31年6月

事業内容 備　考

　本事業は、船越地区にある観光施設等へ観光客を誘導し、移転先住民と観光客との
交流機会を拡大することで、観光業のなりわい・にぎわいの再生を図るものであり、
基幹事業の効果を促進するものである。

事業費合計 14,029千円

14,029千円今 回 提 出 額

事業費


